
滋賀県立守山高等学校SGH 課題研究プログラム 

1. 日時   ： 平成28年9月26日（火）16:30～17:30 

2. 場所   ： 公益財団法人 国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ）事務局 

3. 内容   ： ＪＩＣＡ研修生との交流 

4. 対象生徒 ： ＳＧＨ課題研究チーム６名 

5. 概要   ：  

 

９月２６日（月）の１６：３０から本校課題研究生６名が、

国際協力事業団（ＪＩＣＡ）が招聘した研修生との交流のた

め、草津市にある公益財団法人 国際湖沼環境委員会（ＩＬ

ＥＣ）事務局を訪問しました。 

研修生の皆さんは９か国からの１０名で、（当然と言えば

当然なのですが）いずれも治水事業等の専門分野をお持ちの

方ばかりでした。そのような研修生の皆さんとどのような話をすれば良いのか、そもそも自分の英

語はちゃんと通じるのか、最初、不安は募るばかりでした。 

しかし、学校のこと、ＳＧＨの課題研究のこと、好きな（嫌

いな！？）教科・科目のこと、その他いろいろなことを、時に

はジェスチャーや絵（イラスト）を交えて話していくうちに、

いつの間にかすっかり打ち解けることができました。また、勉

強の仕方について尋ねると、やはり「焦らず、階段を上るよう

に、コツコツと決して止めないこと！」ということでした。ま

た、「小学生から高校生にかけて、自分たちにも苦手科目があ

った。」というお話をお聞きして、正直ホッとしましたし、ま

た同時に努力することの大切さを、ひしひしと感じました。 

気が付くとアッという間に終了予定時間（１７：３０）が迫っており、お別れが大変惜しく思えま

した。（必ずしも）十分とは言えない英語力でも、十分に外国の方との交流が楽しめことに、生徒た

ちは大変自信を持つことができましたし、生徒たち

の話に付き合ってくださった研修生の皆さん、そし

て国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ）事務局の方々に心

から感謝をするものです。 

ありがとうございました。 


